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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第１四半期
累計期間

第63期
第１四半期
累計期間

第62期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 1,596,1571,513,2656,203,125

経常利益（千円） 48,149 156,492 425,915

四半期(当期)純利益（千円） 32,571 95,747 270,924

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失（△）（千円）
6,508 － △511

資本金（千円） 715,000 715,000 715,000

発行済株式総数（千株） 6,000 6,000 6,000

純資産額（千円） 2,766,0023,061,9013,024,097

総資産額（千円） 5,644,5845,583,6085,417,057

１株当たり四半期(当期)純利益金

額（円）
5.43 15.96 45.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 8

自己資本比率（％） 49.0 54.8 55.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
87,510 193,013 480,350

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△46,325 △87,254△340,936

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
23,199 △9,531 △118,758

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
437,882 498,167 401,524

　（注）1.売上高には、消費税等を含んでおりません。

2.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

3.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

4.四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

5.持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失については、該当する関連会社への出資比率が25%を下回った

ため記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　(1)業績の状況

当第１四半期累計期間における当社を取り巻く環境は、海外では米国経済の回復が続いたものの、欧州債務・金融

危機や中国をはじめとしたアジア経済の減速など厳しい状況で推移いたしました。

一方、国内は長期間続いた円高基調が是正され輸出企業を中心に収益の改善がみられましたが、世界経済の減速を

受け、総じて弱含みで推移いたしました。

この様な経済環境の中で、当社の売上高は、前年同期比82,892千円減収の1,513,265千円（前年同期比5.2%減）とな

りました。

利益面におきましては、営業利益は前年同期比73,375千円増益の131,675千円（前年同期比125.9%増）、経常利益は

前年同期比108,342千円増益の156,492千円（前年同期比225.0%増）、四半期純利益は前年同期比63,175千円増益の

95,747千円（前年同期比194.0%増）、となりました。  

　部門別の売上高状況は、次のとおりであります。

　電装品用部品が前年同期比37,585千円減収（前年同期比4.8%減）の744,877千円、ブレーキ用部品が前年同期比

36,926千円増収（前年同期比5.5%増）の705,740千円、その他応用機器等が前年同期比7,153千円減収（前年同期比

10.2%減）の62,647千円となっております。

　（当社は単一の事業セグメントにより構成されているため、業績の状況についてセグメントに関連付けて記すことはし

ておりません。)　

　　

(2)キャッシュ・フローの状況

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ

96,643千円増加（24.1%増）の498,167千円となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第１四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比105,502千円増加（120.6%増）の193,013

千円となりました。

　　これは主に、税引前四半期純利益及び未払金の増加によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第１四半期累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、前年同期比40,929千円増加（88.4%増）の87,254千

円となりました。

　　これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

  　 当第１四半期累計期間において、財務活動の結果支出した資金は、9,531千円となりました。　　　　　  

 これは主に、長期借入金の返済と配当金の支払によるものであります。

　なお、前年同期は、短期借入金の増加で23,199千円の収入でありました。　

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

　

(4)研究開発活動

 当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、18,161千円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000

 東京証券取引所　

 ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 6,000,000 6,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成25年4月1日～平

成25年6月30日
－ 6,000,000－ 715,000 － 677,955

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社タツミ(E02230)

四半期報告書

 4/15



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

1,000 
－

単元株式数

 1,000株

完全議決権株式（その他）
普通株式

 5,997,000
5,997 同　上

単元未満株式
普通株式

 2,000
－ －

発行済株式総数 6,000,000  － －

総株主の議決権 － 5,997 －

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タツミ
栃木県足利市南大町

４４３番地
1,000 － 1,000 0.02

計 － 1,000 － 1,000 0.02

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下、「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社では、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 401,524 498,167

受取手形及び売掛金 注1
 1,448,465

注1
 1,415,365

商品及び製品 79,668 73,942

仕掛品 284,659 255,641

原材料及び貯蔵品 119,742 148,977

前払費用 3,563 2,426

繰延税金資産 94,172 94,172

未収入金 426,258 433,792

その他 9,861 10,732

流動資産合計 2,867,916 2,933,216

固定資産

有形固定資産

建物 1,994,198 2,002,813

減価償却累計額 △1,441,374 △1,454,481

建物（純額） 552,824 548,332

構築物 155,715 155,715

減価償却累計額 △121,128 △121,915

構築物（純額） 34,586 33,800

機械及び装置 3,751,719 3,774,393

減価償却累計額 △3,093,974 △3,125,876

機械及び装置（純額） 657,745 648,517

車両運搬具 13,004 11,209

減価償却累計額 △12,810 △11,046

車両運搬具（純額） 194 163

工具、器具及び備品 291,318 292,648

減価償却累計額 △254,122 △260,681

工具、器具及び備品（純額） 37,195 31,967

土地 40,361 40,361

建設仮勘定 20,904 149,191

有形固定資産合計 1,343,812 1,452,333

無形固定資産

借地権 4,892 4,892

ソフトウエア 264 2,570

その他 847 847

無形固定資産合計 6,004 8,310

投資その他の資産

投資有価証券 127,173 111,794

関係会社株式 653,063 653,063

出資金 303 303

前払年金資産 203,266 208,584

長期前払費用 2,234 1,915

長期未収入金 179,427 180,017

その他 33,854 34,068

投資その他の資産合計 1,199,323 1,189,747

固定資産合計 2,549,140 2,650,391

資産合計 5,417,057 5,583,608
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 190,308 195,872

短期借入金 470,000 535,000

1年内返済予定の長期借入金 104,810 100,000

未払金及び未払費用 1,140,154 1,244,423

未払法人税等 152,839 63,685

資産除去債務 157 157

賞与引当金 134,537 209,537

その他 14,419 17,748

流動負債合計 2,207,225 2,366,425

固定負債

長期借入金 100,000 75,000

繰延税金負債 85,733 80,281

固定負債合計 185,733 155,281

負債合計 2,392,959 2,521,706

純資産の部

株主資本

資本金 715,000 715,000

資本剰余金 677,955 677,955

利益剰余金 1,598,518 1,646,279

自己株式 △567 △567

株主資本合計 2,990,905 3,038,667

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33,192 23,234

評価・換算差額等合計 33,192 23,234

純資産合計 3,024,097 3,061,901

負債純資産合計 5,417,057 5,583,608
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 1,596,157 1,513,265

売上原価 1,415,460 1,267,403

売上総利益 180,696 245,862

販売費及び一般管理費 122,397 114,187

営業利益 58,299 131,675

営業外収益

受取利息 10 883

受取配当金 2,440 2,399

為替差益 － 21,552

その他 8,123 1,609

営業外収益合計 10,574 26,445

営業外費用

支払利息 2,053 1,627

為替差損 18,670 －

その他 － 1

営業外費用合計 20,724 1,628

経常利益 48,149 156,492

特別利益

固定資産売却益 6,981 849

その他 11 －

特別利益合計 6,993 849

特別損失

固定資産除却損 0 13

減損損失 － 133

特別損失合計 0 147

税引前四半期純利益 55,142 157,194

法人税等 22,570 61,447

四半期純利益 32,571 95,747
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 55,142 157,194

減価償却費 65,627 61,227

有形固定資産除却損 0 13

減損損失 － 133

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 60,999 75,000

前払年金資産の増減額（△は増加） 7,465 △5,317

受取利息及び受取配当金 △2,450 △3,283

支払利息 2,053 1,627

為替差損益（△は益） 2,137 △416

有形固定資産売却損益（△は益） △6,981 △849

売上債権の増減額（△は増加） 54,794 △36,656

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,884 5,509

その他の流動資産の増減額（△は増加） 46,463 △12,222

仕入債務の増減額（△は減少） △13,562 5,564

未払金の増減額（△は減少） △71,733 83,464

その他の流動負債の増減額（△は減少） 18,511 7,501

小計 221,252 338,488

利息及び配当金の受取額 2,453 3,286

利息の支払額 △2,630 △1,378

法人税等の支払額 △133,565 △147,382

営業活動によるキャッシュ・フロー 87,510 193,013

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △63,646 △84,929

有形固定資産の売却による収入 9,000 －

投資有価証券の取得による支出 △29 △30

無形固定資産の取得による支出 － △2,400

投資その他の資産の増減額（△は増加） 8,350 105

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,325 △87,254

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 90,000 65,000

長期借入金の返済による支出 △32,815 △29,810

配当金の支払額 △33,985 △44,721

財務活動によるキャッシュ・フロー 23,199 △9,531

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,137 416

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 62,247 96,643

現金及び現金同等物の期首残高 375,635 401,524

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 437,882

※
 498,167
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【注記事項】

（会計方針の変更）

自動車部品製造用機械設備、器具及び工具等の販売については、営業外収益（純額表示）に計上しておりました

が、第１四半期会計期間より、売上高と売上原価に計上する方法（総額表示）に変更しております。

この変更は当該取引の金額的重要性が増したため、営業成績をより的確に表示するために行ったものです。

当該会計方針の変更については、遡及適用を行い、前年四半期及び前事業年度については遡及適用後の四半期財

務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期の売上高が75,079千円増加、売上原価が57,972千円増加、営

業利益が12,151千円増加し、営業外収益が12,151千円減少しております。この変更による経常利益、税引前四半期純

利益及び四半期純利益に与える影響はありません。また、同様の事由により前事業年度の貸借対照表における流動

資産の「未収入金」69,757千円を「売掛金」に組替えております。

　

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

注１　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当第一

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高

に含まれております。

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 14,949千円 4,305千円

　

２ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

 この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

当座貸越極度額 1,200,000千円 1,200,000千円

借入実行残高 470,000 535,000

差引額 730,000 665,000

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日  至　平成24年６月30日）

　該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日  至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

現金及び預金勘定 437,882千円 498,167千円

現金及び現金同等物 437,882 498,167
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額　

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月８日

取締役会
普通株式 35,989千円  6円  平成24年３月31日 平成24年６月11日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　配当金支払額　

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月８日

取締役会
普通株式  47,985千円   8円  平成25年３月31日 平成25年６月５日 利益剰余金

　

（持分法損益等）

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 653,063 653,063

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 238,762 －

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 6,508 －

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、自動車用部品事業の単一のセグメントであるため、記載しておりません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円43銭 15円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 32,571 95,747

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 32,571 95,747

普通株式の期中平均株式数（株） 5,998,213 5,998,213

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。　
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２【その他】

　平成25年５月８日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………47,985千円

（ロ）１株当たりの金額………………………………８円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成25年６月５日

　（注）　平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　

  

EDINET提出書類

株式会社タツミ(E02230)

四半期報告書

13/15



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月12日

株式会社タツミ
取締役会　御中

新宿監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 壬生　米秋　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 末益　弘幸  　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タツミの

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第63期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タツミの平成25年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は会社が別途保管し

ております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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